
予算特別委員会での審査

予
算
案
に
対
す
る
各
会
派
の

意
見
表
明
・
賛
否
討
論（
要
旨
）

自
民
ク
ラ
ブ

未
来
に
つ
な
が
る

予

算

！

公

明

党

課
題
を
踏
ま
え
持
続

可
能
な
財
政
運
営
を
！

３ ひがしくるめ　市　議　会　だ　よ　り ．．

　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算

案
に
つ
い
て
、
賛
成
の
立
場
か

ら
意
見
を
述
べ
る
。

　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算

案
は

億
１
７
０
０
万
円
、
令

和
元
年
度
と
の
比
較
で
は

億

１
７
０
０
万
円
、

％
の
増
と

な
っ
て
い
る
。

　
主
な
要
因
と
し
て
、歳
出
は
、

民
生
費
が
、
幼
児
教
育
・
保
育

の
無
償
化
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
前
年

度
比

億
８
４
０
５
万
１
千

円
、

％
の
増
、
土
木
費
が
、

都
市
計
画
道
路
の
整
備
、
自
転

車
等
駐
車
場
整
備
事
業
の
推
進

に
よ
り
、
前
年
度
比
５
億
４
２

２
１
万
７
千
円
、

・
２
％
の

増
、総
務
費
が
、庁
舎
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
導
入
工
事
、
シ
ス
テ

ム
関
係
経
費
に
よ
り
、
前
年
度

比
２
億
３
１
３
０
万
５
千
円
、

６
％
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

　
歳
入
は
、
地
方
消
費
税
が
、

増
税
に
よ
り
前
年
度
比
５
億
８

７
０
０
万
円
、
・
２
％
の
増
、

普
通
交
付
税
が
２
億
９
０
０
０

万
円
の
増
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
市
債
は
、
全
体
で
前
年
度
比

６
億
８
６
２
０
万
円
、

・
５

％
と
大
幅
な
減
。
繰
入
金
は
、

全
体
で
前
年
度
比
２
億
２
９
８

２
万
６
千
円
、
・
３
％
の
減
、

財
政
調
整
基
金
も

億
円
以
上

の
水
準
を
保
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
幼
児
教
育
・
保
育
の

無
償
化
に
よ
り
保
育
運
営
費
保

護
者
負
担
金
は
、
前
年
度
比
２

億
７
９
７
５
万
９
千
円
の
減

で
、
市
民
負
担
を
減
ら
し
た
。

　
借
金
を
増
や
す
こ
と
な
く
、

貯
金
を
取
り
崩
す
こ
と
な
く
、

市
民
負
担
を
増
や
す
こ
と
な

く
、
社
会
保
障
・
市
民
サ
ー
ビ

ス
を
拡
充
し
た
予
算
編
成
を
高

く
評
価
す
る
。

　
超
高
齢
化
社
会
の
進
展
に
よ

る
生
産
年
齢
人
口
の
大
幅
な
減

少
は
避
け
ら
れ
な
い
。
安
全
で

住
み
や
す
い
ま
ち
東
久
留
米
市

を
市
外
に
積
極
的
に
発
信
し
、

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
を
押
し

と
ど
め
る
努
力
を
継
続
的
に
行

っ
て
い
く
こ
と
、
厳
し
い
将
来

予
測
を
踏
ま
え
な
が
ら
の
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
徹
底
、

基
礎
自
治
体
と
し
て
の
可
能
な

サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
、
次
期
長

期
総
合
計
画
お
よ
び
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
検
討
の
中

で
、
計
画
年
次
だ
け
で
な
く
次

の

年
を
見
据
え
、
持
続
可
能

な
東
久
留
米
市
の
構
築
を
図
る

こ
と
を
要
望
す
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
拡
大
し
、
日
常
生
活
も
ま

ま
な
ら
な
い
状
況
の
中
、
基
礎

自
治
体
と
し
て
の
任
務
は
、
通

常
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
す

る
こ
と
、
今
後
打
ち
出
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
国
・
都
の
対
策
を
適

切
に
実
行
し
て
い
く
こ
と
で
あ

る
。
自
民
ク
ラ
ブ
で
も
、
国
に

対
し
、
大
胆
か
つ
適
切
な
経
済

対
策
等
を
要
請
し
て
い
く
。

　
そ
の
他
３
特
別
会
計
予
算
案

お
よ
び
下
水
道
事
業
会
計
予
算

案
に
は
特
に
意
見
を
付
す
こ
と

な
く
賛
成
す
る
。

　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算

案
は
、
歳
出
に
お
い
て
、
幼
児

教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
係
る

予
算
が
通
年
の
予
算
措
置
と
な

る
こ
と
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
民
生

費
が
、
前
年
度
比

億
８
４
０

５
万
１
千
円
、

％
の
増
、
土

木
費
が
、
都
市
計
画
道
路
東
３

・
４
・

号
線
お
よ
び
３
・
４

・

号
線
整
備
事
業
や
自
転
車

等
駐
車
場
整
備
事
業
の
推
進
な

ど
に
よ
り
、
５
億
４
２
２
１
万

７
千
円
、

・
２
％
の
増
と
な

っ
て
い
る
。
社
会
保
障
関
連
経

費
な
ど
国
の
政
策
に
連
動
し
た

も
の
も
あ
り
、
歳
出
の
増
加
は

や
む
を
得
な
い
。
一
方
で
、
公

債
費
は
、
地
方
債
償
還
元
金
お

よ
び
利
子
の
減
額
に
よ
り
、
２

億

万
３
千
円
、

％
の
減
と

な
っ
て
い
る
。

　
歳
入
に
お
い
て
、繰
入
金
は
、

公
共
施
設
等
整
備
基
金
繰
入
金

が
、
４
億
５
０
０
０
万
円
で
前

年
度
比
２
億
９
９
４
０
万
円
の

増
を
見
込
ん
で
い
る
が
、
財
政

調
整
基
金
繰
入
金
が
、
６
億
９

８
５
０
万
４
千
円
で
前
年
度
比

６
億
３
０
９
９
万
３
千
円
の
減

で
、
繰
入
金
全
体
で
は
前
年
度

比

・
３
％
の
減
と
な
っ
て
い

る
。
市
債
は
、
臨
時
財
政
対
策

債
が
、

億
１
０
０
０
万
円
で

前
年
度
比
３
億

万
円
の
減
、

建
設
事
業
債
が
、
６
億

万
円

で
前
年
度
比
３
億
８
２
２
０
万

円
の
減
を
見
込
ん
で
お
り
、
市

債
全
体
で
は
前
年
度
比

・
５

％
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

　
財
政
規
律
を
保
ち
、
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
予
算
で
あ
る
と
一

定
評
価
す
る
。

　
個
別
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

Ｒ
Ｐ
Ａ
の
効
果
の
検
証
、
デ
マ

ン
ド
型
交
通
実
験
運
行
の
周
知

と
定
着
、
わ
か
く
さ
学
園
に
よ

る
児
童
発
達
支
援
の
充
実
、
産

後
ケ
ア
事
業
の
訪
問
支
援
の
検

討
、
小
児
が
ん
や
白
血
病
に
お

け
る
抗
が
ん
剤
治
療
等
の
影
響

で
予
防
接
種
の
効
果
が
減
少
し

た
子
ど
も
へ
の
再
接
種
に
対
す

る
支
援
へ
の
迅
速
な
対
応
、
特

定
目
的
基
金
残
高
の
積
み
増

し
、
第
八
小
学
校
跡
地
を
都
に

購
入
し
て
も
ら
う
た
め
の
協
議

の
推
進
な
ど
を
要
望
す
る
。

　
以
上
意
見
を
述
べ
、
一
般
会

計
予
算
案
に
賛
成
す
る
。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予

算
案
に
つ
い
て
、
一
般
会
計
か

ら
の
赤
字
繰
り
入
れ
解
消
の
計

画
を
国
の
方
針
に
沿
い
６
年
と

し
た
こ
と
を
高
く
評
価
す
る
。

低
所
得
者
お
よ
び
中
間
所
得
者

層
へ
の
負
担
軽
減
も
、
毎
年
度

の
税
率
等
改
定
の
中
で
配
慮
し

て
き
た
と
認
識
す
る
。
以
上
の

理
由
に
よ
り
、
賛
成
す
る
。

　
そ
の
他
２
特
別
会
計
予
算
案

に
は
特
に
意
見
を
付
す
こ
と
な

く
賛
成
す
る
。

　
下
水
道
事
業
会
計
予
算
案
に

つ
い
て
、
地
方
公
営
企
業
法
を

一
部
適
用
し
た
下
水
道
事
業
会

計
へ
と
移
行
さ
れ
、
持
続
可
能

な
下
水
道
運
営
と
な
る
よ
う
期

待
し
、
賛
成
す
る
。

　
予
算
特
別
委
員
会
は
、
議
長

を
除
く
全
議
員
で
構
成
し
、
野

島
武
夫
委
員
長
（
自
民
ク
ラ

ブ
）
、
三
浦
猛
副
委
員
長
（
公

明
党
）
の
下
で
慎
重
に
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
令
和
元
年
度

の
補
正
予
算
案
の
審
査
の
後
、

令
和
２
年
度
の
当
初
予
算
案
の

総
括
説
明
お
よ
び
こ
の
説
明
に

対
す
る
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
歳
出
を
中
心
と
し
た

審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
予
算
編
成
に
当

た
っ
て
は
、重
点
施
策
と
し
て
、

行
財
政
改
革
の
推
進
、
生
活
の

快
適
性
を
支
え
る
ま
ち
づ
く

り
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
生
ま

れ
育
つ
こ
と
へ
の
支
援
、
生
涯

学
習
の
推
進
の
４
施
策
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

　
基
本
方
針
と
し
て
、
①
歳
入

の
見
積
も
り
に
つ
い
て
は
、
経

済
情
勢
を
的
確
に
把
握
分
析

し
、
税
制
改
正
の
動
向
等
を
十

分
勘
案
し
た
上
で
、
さ
ら
に
精

度
を
向
上
さ
せ
た
年
間
収
入
見

込
額
を
見
積
る
こ
と
な
ど
５
項

目
、②
歳
出
抑
制
に
向
け
て
は
、

改
訂
後
の
財
政
健
全
経
営
計
画

「
実
行
プ
ラ
ン
」に
示
し
た
事
項

は
、
年
次
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
従

い
確
実
に
反
映
さ
せ
、
実
施
に

伴
う
必
要
経
費
は
、
特
定
財
源

の
確
保
お
よ
び
実
施
体
制
と
実

施
手
法
の
さ
ら
な
る
精
査
を
行

い
、
一
般
財
源
を
抑
制
す
る
こ

と
な
ど
６
項
目
、
③
普
通
建
設

事
業
の
要
求
に
つ
い
て
は
、
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
お
よ

び
施
設
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿

っ
て
要
求
し
、や
む
を
得
ず
、優

先
順
位
を
変
更
す
る
場
合
は
、

関
係
所
管
と
調
整
し
、
設
備
整

備
の
内
容
等
も
十
分
精
査
し
た

上
で
要
求
す
る
こ
と
な
ど
２
項

目
、
④
市
制
施
行

周
年
記
念

関
連
事
業
の
要
求
に
つ
い
て

は
、
事
業
の
趣
旨
お
よ
び
効
果

を
十
分
に
考
慮
し
た
上
で
要
求

す
る
こ
と
な
ど
２
項
目
、
⑤
基

金
の
活
用
等
に
つ
い
て
は
、
財

政
調
整
基
金
は
、
災
害
発
生
時

や
年
度
中
の
資
金
繰
り
に
備
え

一
定
額
の
積
立
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
考
慮
し
、
実
行
プ
ラ
ン

で
示
さ
れ
た
水
準
を
維
持
す
る

た
め
、
投
入
を
極
力
抑
制
す
る

こ
と
な
ど
２
項
目
、
⑥
外
部
評

価
等
の
反
映
に
つ
い
て
は
、
学

識
者
お
よ
び
公
募
市
民
等
の
視

点
か
ら
実
施
し
た
外
部
評
価
の

結
果
お
よ
び
施
策
評
価
・
事
務

事
業
評
価
結
果
の
方
向
性
を
踏

ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
予
算
反

映
す
る
こ
と
、
⑦
特
別
会
計
の

運
営
に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計

に
準
じ
て
適
切
に
見
積
る
こ
と

な
ど
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算

案
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ


億
１
７
０
０
万
円
で
、
前
年
度

比

億
１
７
０
０
万
円
、

％

の
増
で
あ
り
、
３
特
別
会
計
と

合
わ
せ
た
総
額
は
、

億
５
９

０
４
万
４
千
円
、
前
年
度
比


億
３
８
４
９
万
５
千
円
、

％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。
下
水
道

事
業
特
別
会
計
は
、
収
益
的
収

支
の
う
ち
収
入
が

億
４
６
８

７
万
４
千
円
、
支
出
が

億
５

９
３
９
万
円
、
資
本
的
収
支
の

う
ち
収
入
が
４
億
１
９
９
８
万

８
千
円
、
支
出
が

億
２
０
５

７
万
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

【
委
員
会
で
の
総
括
説
明
に
対

す
る
質
疑
か
ら
】

質
問
　
令
和
２
年
度
当
初
予
算

は
、
前
年
度
比

億
円
増
加
、

一
般
会
計
総
額

億
円
で
過
去

最
大
。
歳
出
が
増
え
続
け
れ
ば

財
政
破
綻
し
て
し
ま
う
に
も
関

わ
ら
ず
危
機
感
が
感
じ
ら
れ
な

い
の
が
最
大
の
問
題
。見
解
は
。

市
長
　
前
年
度
比

億
円
増
の

内
訳
は
、
億
円
が
民
生
費
で
、

保
育
・
幼
稚
園
等
の
無
償
化
や

さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
関
係
経
費
な

ど
が
増
加
。
ま
た
、
５
億
円
が

土
木
費
等
で
、
道
路
や
自
転
車

駐
車
場
な
ど
の
建
設
費
用
が
入

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
補
助
金

等
を
有
効
活
用
し
、

億
円
中

の
一
般
財
源
は
１
７
０
０
万
円

と
な
っ
て
い
る
。
市
債
等
も
前

年
度
比
で
、
臨
時
財
政
対
策
債

が
約
３
億
円
、
建
設
事
業
債
が

約
４
億
円
減
少
し
て
い
る
。
財

政
調
整
基
金
も
昨
年
の
同
時
期

に
比
べ
残
高
は
多
い
。

　
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
（
第
７
号
）
お
よ
び
４
特
別
会
計
補
正
予
算
案
、
令
和
２
年

度
一
般
会
計
予
算
案
お
よ
び
３
特
別
会
計
予
算
案
な
ら
び
に
下
水
道
事
業
会
計
予
算
案
は
、
予
算
特

別
委
員
会
で
４
日
間
に
わ
た
り
審
査
さ
れ
ま
し
た
。
３
面
上
段
で
は
委
員
会
で
の
審
査
の
概
要
を
、

４
・
５
面
上
段
で
は
歳
出
を
中
心
と
し
た
主
な
質
疑
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
３
面
か
ら
５
面
の
上
段
に
掲
載
し
た
予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
を
経
て
、
３
月

日
の
本
会
議
で

令
和
２
年
度
予
算
案
に
対
す
る
各
会
派
（
議
長
を
除
く
）
の
意
見
表
明
・
賛
否
討
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
３
面
か
ら
５
面
の
下
段
で
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

　
各
会
派
の
賛
否
は
８
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。


